
こちらも
ご覧下さい

http://kokkara.jp/
Facebookはじめました。

・ネットショップ　・活動ブログ　
・ニュースブログもお楽しみ下さい。

　寝台特急の定期運行終了が決まり、それを惜しむ鉄道ファン
が最終列車を見送るためにホームに溢れているニュースが流れ
ていました。入場者が激減し廃園が決まった遊園地に、想い出
の場所が無くなるのは残念だと行列ができるほどひとが訪れた
り。お世話になった人の突然の訃報に、しばらく会いに行かな
かったことや何も恩返しができなかったことを悔やんだりする
ことがあります。毎日の繰り返しの中で、当たり前に永遠に続

くと思い込んでしまっていることを（実際にはそんなものは有
り得なくて）失ってはじめて、その存在の大きさや大切さに気
づかされます。一日一日を大切に生きるなんて簡単にはできそ
うもないけれど、会いたいな、行ってみたいな、そしてやりた
いなと繰り返し思い浮かぶ人や場所や夢があるのなら、後回し
にせずに行動できるようになりたいとそう思います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古木　一夫）
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「熊本の被災障がい者は今」
～7月JDF熊本支援センターで活動してきました～

「最近思うことから」

　今から約30年前、私たちは「ひとりぼっちの障害者をなくそ
う」「どんなに障害が重くても働こう、働けるんだ私たちも」を
合言葉に、行き場のなかった様々な障害のある5人の仲間が集
まり、6軒長屋のひと部屋からスタートしました。当時、「なんで
障害者が働くの？」という世間の、そして「何もしなくてもいい、
ただ無事に一日が過ぎれば後は何も望みません」というご家族
の声がありました。その一方で、仲間たちは、どんなに体調が悪
くても「作業所に行きたい」「私がいないとみんなが困るから」
とボロボロの小さな居場所に通い続けました。1か月の給料は
一律1,000円でした。あれから私たちはずっと「働く」の意味を

考え続けています。現在では30.000円～6.000円の個別給と
なっています。仲間に高い給料支給をめざす事はもちろん大事
です。でもお金以外に「働く」事で得られる大切なものがたくさ
んあることも学んできました。先日、中学校の生徒さんが見学に
来られ、なぜこッからの仲間の人達は少ない給料でもあんなに
頑張って楽しそうに仕事をしているのかという疑問が出されま
した。そしてそのことを今度一緒に考えてみようということにな
りました。「働く」の先にあるもの。いまあらためてみんなで問
い直したい、そう思います。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （古木一夫）

あり
がとう ございました！
寄　贈

　カーブス様より、フードドライブの取り組みで、会員の皆様から
お寄せいただいた食品、食材をご寄贈いただきました。こッから、
ここにの食品製造や、グループホーム等の居宅支援事業に活用
させていただきました。

　ザ・ビッグエクストラ大安寺店様に設置していただいている「コ
ミュニティワークこッから」のBOXに投函して頂いた黄色いレシー
トの合計金額の1％相当のイオンギフトカードをご寄贈いただきま
した。仲間のみなさんの活動資金として大切に活用させていた
だきました。

　近畿セキスイ労働組合の皆様から、ご寄付の申し出をいただ
きました。新年度から、小学校の給食に、こッからのおとうふを扱っ
ていただくこととなりそのための設備を整えることが必要となって
いたためシンクと、とうふ製造に使う器材を購入させて頂きました。
新しいチャレンジが始まるこのタイミングで本当にうれしいお話を
いただき感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

　日本風景写真協会奈良第一支部の皆様より、今年も作品展
に出品された中から4点を ご寄贈いただきました！！
　貴重な作品をありがとうございました。大切に飾らせていただ
きます。
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Caring homeNews居宅 ぐうぐうハウス・ひまわり・かたつむり

News就 継労 続B Starting work continuance B type
「新しい取り組み」

かたつむり旅行
　かたつむりができて今年で6周年を迎えました。6月にはみ
んなで盛大に6周年を祝うイベントが開かれました。おいしく
楽しいひと時をみんなで過ごしました。
　そして9月4、5日にはかたつむり初の一泊二日の旅行に！な
かなか普段経験できないことをやろうということでBBQ＆ラフ
ティングを企画し参加者を募集したところ7名の方が参加され
ました。
　台風12号が接近していて天候がどうなるかハラハラしまし
たが2日とも予定通りのスケジュールを過ごすことができました。
　一日目はお昼に和束の森林公園でBBQ、夜は亀岡のコ
テージでカレー作りをしてワイワイと宿泊。二日目は朝から保
津川でラフティング＆川遊びを楽しみました。パドルで息を合
わせて川面を漕いだり、激流を数回乗り越えたりと参加した
全員にとって楽しく貴重なひと夏の経験ができたと思います。
ボートの上のみなさんはすごく素敵な顔をされていました。ま
たいつかこういったチャレンジ企画が実現できたらと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹田悦子）

　紙すき班では、13名の仲間が毎日、朝の会で給食や掃除当番の確認と
昨日の報告をゆっくりしてから、各自が選んだ以下のような仕事をしていま
す。牛乳パック切り、ビニールはがし、ちぎり、紙切り、かくはん、水くみ、紙すき、
ローラー、板はがし、紙のはし切りごみ取り、プレス、重さ計り、数かぞえ、印
刷、裁断、散歩、配達、絵など。特にかくはんは、大きなポリバケツに細かくち
ぎった紙に水を入れて、蓋をして大きなモーターで約1日半かき混ぜて溶かし
ます。水くみは、そのドロドロに溶けた紙をザルに入れて余分な水を切きる作
業でかくはんと共に腰が痛くなる仕事です。そして、いよいよ紙すきです。エ
プロンをして、水をはった水槽に溶けた紙のかたまりを入れて2人ペアでかき

混ぜます。冷たい水が堪えます。よくかき混ぜたら網に木枠を固定したすき枠を、2人でいっきに沈めてすくい上げ1・2・3・・・10と水を切りま
す。次に木枠をはずしてフェルトと網をかぶせて大きな掃除機のバキュームで水を吸い取ります。そして、ローラーでこすって板の上に紙
をはりつけて乾かします。乾いたらへらで紙をはがしていく仕事が板はがしです。その後も紙のはし切りごみ取り、プレス、紙の重さ計り、
数かぞえ、パソコンで印刷などいろんな行程を経てやっと牛乳パックを使ったリサイクル手すき和紙の名刺やハガキの商品ができあがり
ます。そして県庁などへ配達納品に行きます。特に4月5月は名刺の注文ががいっぱいで大忙しです。その他、火曜日は南部福祉セン
ターへ、木曜日は教育大学の越野ゼミへパンとドーナツの販売にも行っています。また、月1回みんなで楽しいお食事会や調理などの余
暇活動にも取り組んでいます。火・木曜日には看護師さんにも入ってもらって健康管理にも努めています。　　　　　　　（上嶋光春）

紙すき班の仕事はこんなにいっぱいあります！

Life nursingNews生 介活 護 紙すき班　こッから

　ここに・すたぁとでは、新年度より二つの新しい取り組みを始
めています。仲間の要望から作られた「ここすた仲間自治会」、
そして「合同休日開所イベント」です。
〈ここすた仲間自治会〉
　4月から月1回、月曜日の午前中に話し合いを持っています。
会長・副会長・会計・書記などの役割を決めるために「今日
休んでいる人の意見も集めたい」と手書きのアンケートを作ったり、
「ここすた」で自由に仲間の活動を作るためにお金を使いたいと、
考えたりしています。

　考えるのが得意な人も苦手な人も、お互いに支えながら話し合いを進めています。
〈休日開所イベント〉
　仲間に休日どんな過ごし方がしたいかのアンケートをとりました。月1回ぐらいお出かけができればなと企画しています。4月は
チューリップが咲き誇る馬見丘陵公園へ、5月は藤城清治さんの影絵を鑑賞しに、美術館に行きました。いずれも、仲間同
士で行くにはちょっと不安、普段経験できないこと、休みの日が待ち遠しくなる企画などがキーワードとなるでしょうか。
　昼休みに仲間が「次どこに行きたい？」と話し合っている姿を見て、いずれは仲間自治会で企画するイベントができるのだ
ろうと期待しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島　耕治）

「除幕式に参加しました！」
　平成29年秋に奈良県で開かれる、第32回国民文化
祭・なら２０１７、第17回全国障害者芸術・文化祭なら
大会の５００日前キックオフイベントが４月１９日、奈良県庁
にて開かれました。その際のカウントダウンボードの除幕
式に、ここにの仲間が招待されたので、代表として松田
嘉元さんと竹島徹子さんが参加されました。多くの関係
者やマスコミを前にして、かなり緊張の様子…。除幕の
練習も息が合わず、どうなることかと本人たちも、見て
いるこちらもドッキドキでしたが、いざ本番では落ち着い
ていて、息もピッタリ合い、キレイに除幕でき、会場は万
雷の拍手に包まれ、本人たちも安堵した表情でした。
その後、マスコミに囲まれるという人生初の経験もし、そ
の日の晩のニュースにも映り、翌日の新聞にも載り、ちょっ

としたスター気分でした。松田さんは感想として、「めったにできない経験でした。来年の（国民文化祭・障害者芸術文化祭）
本番にはぜひ行ってみたい。」とおっしゃっていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新谷和博）

樋上絵理奈さん撮影「馬見丘陵公園」樋上絵理奈さん撮影「馬見丘陵公園」

ここに・すたぁと

News就 継労 続B Starting work continuance B typeここに・すたぁと
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　昼休みに仲間が「次どこに行きたい？」と話し合っている姿を見て、いずれは仲間自治会で企画するイベントができるのだ
ろうと期待しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島　耕治）

「除幕式に参加しました！」
　平成29年秋に奈良県で開かれる、第32回国民文化
祭・なら２０１７、第17回全国障害者芸術・文化祭なら
大会の５００日前キックオフイベントが４月１９日、奈良県庁
にて開かれました。その際のカウントダウンボードの除幕
式に、ここにの仲間が招待されたので、代表として松田
嘉元さんと竹島徹子さんが参加されました。多くの関係
者やマスコミを前にして、かなり緊張の様子…。除幕の
練習も息が合わず、どうなることかと本人たちも、見て
いるこちらもドッキドキでしたが、いざ本番では落ち着い
ていて、息もピッタリ合い、キレイに除幕でき、会場は万
雷の拍手に包まれ、本人たちも安堵した表情でした。
その後、マスコミに囲まれるという人生初の経験もし、そ
の日の晩のニュースにも映り、翌日の新聞にも載り、ちょっ

としたスター気分でした。松田さんは感想として、「めったにできない経験でした。来年の（国民文化祭・障害者芸術文化祭）
本番にはぜひ行ってみたい。」とおっしゃっていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新谷和博）

樋上絵理奈さん撮影「馬見丘陵公園」樋上絵理奈さん撮影「馬見丘陵公園」

ここに・すたぁと

News就 継労 続B Starting work continuance B typeここに・すたぁと
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こちらも
ご覧下さい

http://kokkara.jp/
Facebookはじめました。

・ネットショップ　・活動ブログ　
・ニュースブログもお楽しみ下さい。

　寝台特急の定期運行終了が決まり、それを惜しむ鉄道ファン
が最終列車を見送るためにホームに溢れているニュースが流れ
ていました。入場者が激減し廃園が決まった遊園地に、想い出
の場所が無くなるのは残念だと行列ができるほどひとが訪れた
り。お世話になった人の突然の訃報に、しばらく会いに行かな
かったことや何も恩返しができなかったことを悔やんだりする
ことがあります。毎日の繰り返しの中で、当たり前に永遠に続

くと思い込んでしまっていることを（実際にはそんなものは有
り得なくて）失ってはじめて、その存在の大きさや大切さに気
づかされます。一日一日を大切に生きるなんて簡単にはできそ
うもないけれど、会いたいな、行ってみたいな、そしてやりた
いなと繰り返し思い浮かぶ人や場所や夢があるのなら、後回し
にせずに行動できるようになりたいとそう思います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古木　一夫）

編集後記
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社会福祉法人こぶしの会 藤井　正紀
e-mail/kokkara@kokkara.jp　http://kokkara.jp/

理事長コラム理事長コラム

決算公告決算公告

生活介護　こッから《紙すき班》生活介護　こッから《紙すき班》

居宅支援居宅支援

「かたつむり旅行」

「紙すきの仕事はこんなに
いっぱいあります！」

編集後記編集後記
寄贈寄贈

就労継続B型　ここに・すたあと就労継続B型　ここに・すたあと

「新しい取り組み」
「除幕式に参加しました」
相談支援事業相談支援事業

「熊本の被災障がい者は今」
～7月JDF熊本支援センターで活動してきました～

「最近思うことから」

　今から約30年前、私たちは「ひとりぼっちの障害者をなくそ
う」「どんなに障害が重くても働こう、働けるんだ私たちも」を
合言葉に、行き場のなかった様々な障害のある5人の仲間が集
まり、6軒長屋のひと部屋からスタートしました。当時、「なんで
障害者が働くの？」という世間の、そして「何もしなくてもいい、
ただ無事に一日が過ぎれば後は何も望みません」というご家族
の声がありました。その一方で、仲間たちは、どんなに体調が悪
くても「作業所に行きたい」「私がいないとみんなが困るから」
とボロボロの小さな居場所に通い続けました。1か月の給料は
一律1,000円でした。あれから私たちはずっと「働く」の意味を

考え続けています。現在では30.000円～6.000円の個別給と
なっています。仲間に高い給料支給をめざす事はもちろん大事
です。でもお金以外に「働く」事で得られる大切なものがたくさ
んあることも学んできました。先日、中学校の生徒さんが見学に
来られ、なぜこッからの仲間の人達は少ない給料でもあんなに
頑張って楽しそうに仕事をしているのかという疑問が出されま
した。そしてそのことを今度一緒に考えてみようということにな
りました。「働く」の先にあるもの。いまあらためてみんなで問
い直したい、そう思います。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （古木一夫）

あり
がとう ございました！
寄　贈

　カーブス様より、フードドライブの取り組みで、会員の皆様から
お寄せいただいた食品、食材をご寄贈いただきました。こッから、
ここにの食品製造や、グループホーム等の居宅支援事業に活用
させていただきました。

　ザ・ビッグエクストラ大安寺店様に設置していただいている「コ
ミュニティワークこッから」のBOXに投函して頂いた黄色いレシー
トの合計金額の1％相当のイオンギフトカードをご寄贈いただきま
した。仲間のみなさんの活動資金として大切に活用させていた
だきました。

　近畿セキスイ労働組合の皆様から、ご寄付の申し出をいただ
きました。新年度から、小学校の給食に、こッからのおとうふを扱っ
ていただくこととなりそのための設備を整えることが必要となって
いたためシンクと、とうふ製造に使う器材を購入させて頂きました。
新しいチャレンジが始まるこのタイミングで本当にうれしいお話を
いただき感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

　日本風景写真協会奈良第一支部の皆様より、今年も作品展
に出品された中から4点を ご寄贈いただきました！！
　貴重な作品をありがとうございました。大切に飾らせていただ
きます。
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